

















育の文脈で行われる統合教育の方針 ・実践 ・成果を、参与観察法を通 して明らかにしようとするもので
ある。1994年12月から1995年3月にかけて、大阪府下のT市 立A中 学校において、筆者は参与観察を行っ
た。本稿は、自閉症児が在籍する3年*組 に焦点 を絞 って分析 している。
自閉症児は、教科教育についてい くことが困難であるとされている。普通学級に重度の自閉症児 を受け
入れる場合、 したがってその理由 ・方法 ・目的を確立 しなければならない。それを筆者は、A中 学校の
紡ぎだす物語として本稿では捉 えてみた。その物語は、「指導者」一「障害児」一「仲間たち」の三者関係
の中で実践 されているようだ。






様であ り、分離教育 といっても 「交流教育(普通学校 と養護学校が定期的に交流を行 う)」など、
























































(2)進路 を切 り開くための学力保障に関 して














なくても何 もできない。「まとも」が 隅に押 しやちれ、ユーモアだけが もてはやされる。多
くのものがおかしいと感 じなが ら打つ手がないのが現状である。(P.5)



















るという確信 を教師は持つ(2)対等な人格をもち、ともに学校をつ くりあげていくパー トナーとし













どもの学力保障が、障害児を取 り巻 く集団づ くりにつながっていくという視点から、可能な限り
入 り込み体制を全 クラスに広げていく。」Φ.14)とあるが、「入 り込み体制」とは、教壇に立つ教員






え合い」を陰に陽に手助けする。この 「教え合い」が集団づ くりの基礎になるのだか ら、「すべ
ての子 どもの学力保障が、障害児を取 り巻 く集団づ くりにつながってい くという視点」が成 り立
っわけだ。















現状の問題点 を分析 し、あるべ き理想を設定 し、それに向けた実践方法を組み立てるという、
非常に一貫性のあるものとして、A中学校の方針は練 り上げられている。とりあえず、A中 学校






















分転換のために試合 しかしない。H先 生も生徒に混 じり、バレーをしている。N君 と一緒にいて
いいという好意のようだ。見学のN君 と一緒に、コー トの横に座る。
N君は太っている。後に身体測定にお供 してわかったのだが、身長171cmに対 して、体重は105




わない。「大 きいなあ」 などと色々話 しかけてみるが、あらぬ方向を見ているだけで、返事はな
い。これは後で聞いたことだが、N君 はほとんど 「言葉がない」そうだ。 しかし、意外に静かだ。





























しか し、かなり騒が しい。少々驚 くほど、皆、始終 しゃべっている。 ときどき先生 も 「もう少
し静かにしろ」 とは言うが、あまり厳 しくはない。なぜかといえば、これがつまり 「教え合い学
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習」だからである。







席を立って他の班た行 く子 もいるのだが、これもさほど厳 しくは注意 しない。「席 を立つな」 と




「教材」を解いている。およそ授業とは関係ない、迷路 を解いたり英単語や漢字の書 き取 り(た
だ し点線をなぞるだけのもの)を、時問いっぱい行 う。
これは班の生徒が作 ってN君 に渡すものだ。筆者の見た範囲では、二 人の女子生徒が作ること
が多いようで、この日も彼女らが一枚ずつ作ってN君 に渡していた。
例えば迷路の場合。
まず、名前を書 く欄に 「N…・」 と漢字で自分の名前を書 く。正確な漢字だが、バランスは悪
い。そして迷路にとりかかる。 ・ 、: .."
コースを鉛筆でたどって行 くわけだが、我 々ならば、行き先をだいたい目でまず追って＼それ
か ら線をひき出すところだ。 しか しN君は違 う。スター トから適当に線をひき始める。当然、ど
こかで行 き止まりになる。すると、鉛筆で線 をひきながら元にもどり、別の分岐に向かう。それ






らしい。貼 り終わると、、N君はその紙をファイルに綴 じ、次 の問題にとりかかる.。3年生になっ
てからのファイルは3冊 になっている。50分の授業で、だいたい3枚 から4枚ずつ という』ところ
だろう。r'、..・ 』 、』 ・・1、
教材に取 り組んでいる間、N君 は実に静かだ。体育館でとびはねていた姿からは想像できない。











っているだけだと[障担 一ハンディをもった子 ども]という関係だけで孤立 してしまう。す
ると、[あいつのことは先生に任 しておけばいい】という空気が流れ、先生がもっと関わるよ

























り、H先 生のヒントが必要だ。H先 生が`9'の上に九つの小さなマルを書 く。するとN君はそ
れを数えて計算 し、`10'と答をだす。
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`15+8'`28+16'などの二桁の足 し算は、電卓を使 う。「繰 り上げ」ができないようだ。原理
的には一桁の足 し算 と同じだから意味はわかっているのだろうが、何 とかしようという気はなさ
そうだ。












や養護学校に行かせた方がいいか もしれん。」 と、H先 生は言う。 しかし、次のように続ける。
俄 々が重視するのは社会性だ。これを伸ばすためには、絶対に統合の方がいい。」
「社会性」とは、曖昧な表現ではある。H先 生の言う 「社会性」 とは、具体的にはN君 の姿だ。












われている。ここではその一例 として、N君 が一年生の時の9月24日に上演された劇 「N君への







悪玉:N君と関わることをわず らわ しく思 う生徒 たち
とい う関係だ。
物語 は、』N君の小 学生時代の友人が ら彼宛 てに来た手紙 を、善玉の生徒 たちが読んで聞かせて
いるシーンか ら始 まる。そ こへや って きた悪玉の生徒 たちが言 う。'II
「そんな ことや ってないで、今 日の宿題 で もしたら?」
「そおんなつ まんない もの、捨 てちゃえば、ばっかばか しい!」
そ う之 う しているうちに先生がや っ』て きて、生徒 たちの様子 を受 けての台詞。
「う一ん、Nの こ とで は、い ろい ろ考 え方があ るみたいだね、Nの こ とを放 ってお いて、Nぬ き
の授業 はで きない。○○ さん、前 に出て きて話 を進 めなさい。」
そ して善玉の生徒の ひとりが発言する。
「は一い、N君 の ところに、手紙 が きたん.です。私 たちがついつ「い忘 れちゃってい るこ とや なん
か を思い出 させ て くれる ものだ と思 うんで 、クラズのみんな にも読んで聞い てほ しい と思 い ま
す。」
しか し、悪玉 の生徒 たちが反対 す る。
「私 は、早 く勉 強 したい んです。 だか ら》反対です。反対。」
その理由 を聞かれ ると、
「理由?そ んなの決 まって る じゃない!あ いつ って、いつ もたたい℃ くる し、つね って くる噛し、
(中略)そ の上、あいつがい るか ら、 うちの クラスは何 も賞 とれない じゃないのσ もうす ぐ体育
大会なのに、あいつのせ いで、 また ビリッ・ケツだ よ。 きまってるわ。 ビリが決 って る行事 なんて
つ まんない。全部 、あいつのせ いだ。」
この悪玉の発言 に対 して、今度 は善玉 の生徒たちが反論す る。
「ねえ、ち ょっ と聞いて!N君 が小 学生 の頃は、つねった り、たたいた りしなかったのに・… ・
それが … ・・1・中学 になってか ら、い きな りこんなこ とをや り始めたの。 これ、誰 のせいだ と思
う?あ なたたちじゃない?」
「そうよ、その通 りよσ そんなこ とも知 らないの に、 どうしてそんな冷たい ことが言 えるの?
一番、何 もわかってな くてバ カなのがあんた じゃない。」
これを聞いて、悪玉の生徒 の一部が 「改心」す る。
「あの… … ・別 にたい した ことじゃないんだけ ど・・…(中 略)私 ・・…Nく んの こと、 もっ と知
りたい。」
強硬 な立場 に立つ悪玉が、
「ち ょっと1な んて こと言 うの よ!裏 切 り者!あ んたなんて大 っ嫌い!」
とい うが、 これを聞いて、改心 した悪主が
「○○ さん、今 の言葉で、私 も踏 ん切 りがつ いた わ。私 は初め っか ら反対 なんて思 っていなかっ
た。友 達がい な くて ・… ・だか ら自分 の気 持 ちを隠 して、Eあなたた ちの グルLプ に入 ったの よ。
で も、あなたたちが私 を仲 間に して くれた ことは、本当 にうれ しか ったわ。で も、 なぜ か、いつ
も心の中にモヤモヤが あったわ。苦 しかったわ。」 そ して もう一人の悪玉 も、改心 に向か う。』』
「あのさあ … … 私 も、今、みんなの話 を聞いてさあ、 もちろん勉強 も大切だ けど、… ・N君の こ
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とも大切だと思 って・… ・(中略)だ って、N君 のこと真剣 に考えている人って、N君 と遊んで
いるとき、本当に輝いているもん。私、入試のこと考えたら、頭パニックになって くるのに、あ
んない きい きした顔ので きる人って、許せ なかった。 … … 私 、い っつ も面 白 くなか っ
た。・… … ごめんなさい。今までのこと、謝 ります。」
このように次々と改心 してい く中で、最後に残った悪玉が、
「あんたまで私を裏切る気?私 をけしかけたこともあったくせに… … ひきょ.う者!」
と罵る。しかし善玉がとどめの台詞をはく。
「○○さん、あなただって本当は自分が変わ りたがってるんでしょ。私、知つてるのよ。○○さ
んは、N君 と二人だけになったときは、すごくN君に優 しいのよ。この前、教室でN君 と楽しぞ
うに紙飛行機をとばしてたじゃない。意地 をは らないで、みんなでN君 に来た手紙、聞こう
よ・… … 。いいわね。」
最後 に小学校時代の友人か らN君宛に来た手紙が読み上げられ、劇は終わる。`この手紙の内容
は 「N君元気ですか。`私もN君 に教えられた優 しさを糧にして頑張っています」」 というもので、
これはこれで興味深いのだが、この演劇においては善玉と悪玉 との議論 に焦点が置かれているの
で、それは省略 しよう。
ここで思い出されるのは、先に論じたA中学校の解放教育方針だ。今 日の子 どもたちめ状況 と
してあげられた、「しらけ、いじめ、それに無関心」「「まとも」が隅に押 しやられ、ユーモアだけ
がもてはやされる」。これを代表 しているのが、この劇における悪玉の生徒たちだろう。そして
「「まとも」が前面にでてきた」代表が、善玉の生徒たちだ。「最 も弱 く、隅に置 き去 りにされる生
徒」がN君であり、「集団から疎外 されやすいものの存在 こそ、集団の質を高める」「「障害」児が
いることで、子どもたちはやさしくなる」ひとつの典型的なシーンを、この演劇は描写 しようと








の男子3人を呼んで きた。このうち二人はN君 と同 じ班の生徒で、もう一人は小学校以来N君 と
つきあってきた0君 だ。
「3時問目はNの進路 を問題にしたい。3人が前にでて、Nへ の思いを述べてくれ。そ してみん.
なの思いを書いて くれるように頼んで くれ。卒業の時にまとめるから。」 というのがH先 生の話
だ。
3人は嫌がる様子は全 く見せず、何を言えばいいのかH先 生に確認 し、教室に向かう。打ち合
わせはスムーズで、3人とH先生 との信頼関係がみてとれる。




















ベン トの中で脚本を書 き、演出し、評価するのはあ くまで先生なのだ。
生徒たちは、1年 生の時点でこのような劇を演 じることができる。先生の意図を理解 し、その
意を汲み、中心になることを厭わずに実際のイベン トをこなすことがで きる。少なくとも中心の
生徒たちは、学校のさまざまな場面でN君 のことを気遣い、一緒に行動 し、教材づ くりまで担う。
何よりも先生が、「Nがいることで生徒たちが変わった」「意識が高まった」、そして 「このクラ
スは集団づ くりがうまくいった」 と感 じることができる。つまり、すばらしい実践ができたと総
括できる。
N君 の役割
このあたりで、A中 学校 においての 「先生 ・障害児 ・周囲の生徒」 という役割関係を、筆者なり














(4)被差別者である自閉症児は 「反差別 ・人権教育の核」であ り、周囲の健常児は 「障害児を支え、






ある先生に 「この学校にもいじめはあ りますか?」 と尋ねた。その先生は少 し逡巡 しながらも、
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CaseStudyaboutIh重egratingAut㎞cCldldreninRegularClassrooms
BasedonParticipant・ObservationinaJuniorHighschool
IchiroKANEKO
IntegratedEducationisaneducationalmethodthatallowschildrenwithdisabilitiestoleamina
regularclassroomwithnonhandicapedchildren.Thispapertriestomakecleartheprinciples,prac-
tices,andresultsofintegratededucationpracticesbasedonparticipant-observation.
FromDec.1994toMar。1995,theauthorobservedthepresentstateofintegratededucationina
mlmicipaljuniorhighschoolinOsaka.Particularly,theauthortriedtofbcusattentiononpracicesin
ath辻dgradeclassroom2whereanautistcwasintegrated.Itisgenerallybelievedthatautistcchildren
havedifficu監tykeepingupwithregularclassworks.Whenaregularschooldecidestoadmitautistic
children,ithastoaddressthereasons,methods,andpurposesofadmittingthem.
Inthispaper,theauthortriestoconsidertheannotationofthereasons,methods,andpracticesasa
R)rmoftaieonwhich[teachersL[childrenwithdisabilities],and[fbllowslapearasm句orcharacters.
Accordingtotheanalysis,thejuniorhighschoolisabletotenthetalesuccessfully.However,this
successcouldonlybeattainedinalimitedspacelikethisjuniorhighschooHtisnotcertainwhether
dletalecanbeeff6ctivelytoldinaspacewheretheinteractiveandsupportiverelationshipamongthe
[teachers],[ch童ldrenwithdisabilities],and[fellows]hasnotbeenestablished.
